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契約締結日 2022年10月20日

株式取得日 2022年10月31日（予定）

株式取得価額 490百万円

取得持分 70.0%

取得資金の調達方法 金融機関による借入金を予定

残株式（30%）について

残株式について、取得価額は当初総額210百万円としているが、ハイウェル社が一定の業績条件を達成した場合、
総額360百万円に取得価額が調整される予定。

株式会社ハイウェルの子会社化サマリー

SES事業を主に展開する「ハイウェル社」の株式を70%取得し、子会社化
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ハイウェル社について

社名 株式会社ハイウェル

所在地 東京都港区

代表取締役 近藤 太

設立 2007年6月1日

資本金 10百万円（2022年6月末時点）

売上高 1,833百万円（2022年3月期）

従業員数 22名（2022年6月末時点、役員・契約社員・アルバイトは除く）

事業内容
HR事業

プロモーション事業企画・制作



3© 2022 KAIZEN PLATFORM INC. All Rights Reserved.

DX推進のボトルネックは人材不足

DXニーズは依然強く、DXを推進できる人材の確保が急務

① 転職求人倍率 ② DXを進める上での課題

※ Source：doda 転職求人倍率レポート（2021年7月/数値修正版） ※ Source：総務省（2021）「デジタル・トランスフォーメーションによる経済へのインパクトに関する調査研究」

技術系 (IT／通信)

9.68 倍

全体

2.31倍

求人倍率が
コロナ前レベルに急速に回復

人材不足

https://doda.jp/guide/kyujin_bairitsu/
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DX人材確保のためのインソーシングニーズの台頭

コア業務としてのDXをインソースで求める企業が増え、PMOやワークショップが伸長
一方、BPO事業における潜在的競合となる可能性も高く、DX市場全体の成長を取り込む上で重要なマーケット

革新性 = 収益創造

信頼性 = コスト削減

受託型

請負契約

＝ 協創型

準委任契約

＝

攻めのDX領域

● KAIZEN TEAM ● PMO
● 動画リソース売り ● ワークショップ

守りのDX領域

SoR SoE

BPO インソーシング
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日本のDX加速に向けてSESを開始予定

サービスの流れ お金の流れ
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当社のグロースハッカーを活用した System Engineer Service（SES）を開始予定
顧客のDX強化と共に当社グロースハッカー活躍の場を増やす

※米国子会社は動画ソリューションのみ提供
※Kaizen Platformでは、顧客の事業成長を担う制作者や開発者などのデジタル専門人材をグロースハッカー（成長請負人）と呼んでいます

SES

動画 / UX / DX 等
既存ソリューションサービス

サービス料の支払

サービスの提供

● クリエイティブの投稿
● 分析 / コンサルティング / ディレクション

採用報酬の支払

報酬の支払

求人案件とのマッチング

サービスの提供

サービス料の支払

新たにハイウェル社と共にSESを開始

SES
求人案件とのマッチング

報酬の支払
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グロースハッカー（DX人材）の活躍の場最大化

Kaizen Platform登録者（応募者）のうち、仕事を提供できていない
グロースハッカーが85%

すでに日本全国から集まるエンジニアを始めとするDX人材プールを保有している

*プラットフォームを活用する顧客及び専門人材の累計登録数
**プラットフォームを活用する専門人材の累計登録数

***過去にクリエイティブ改善案の投稿実績があるグロースハッカーの累計数

8
5
%
が
現
在
非
稼
働

1,143

19,684

12,015

1,719

累計アクティブグロースハッカー数 ***

累計登録グロースハッカー数 **

累計登録ユーザー数 *

累計取引アカウント数（Kaizen Platform単体）
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ARPU向上にむけた戦略ステップの一歩としてのSES領域への進出

STEP2を2024年までに完了。DXをフルサポートできるサービスが揃った上でSTEP3を本格化

STEP1
上流となるコンサルティング
機能の強化

STEP2
セールス＆マーケティングDXの提供、
ケーパビリティの拡大

STEP3
ビジネスモデルを拡張して
より収益のレバレッジを高める

CRM/営業

コンサルティング

SES/ワークショップ
DX

戦略支援
組織強化

経営

セールス&
マーケティング

UI改善
コンテンツ

集客
制作開発

UX
動画

STEP2

STEP1

KAIZEN CONSULTINGの
本格提供開始

（2021年3Q）

ディーゼロ社へのメジャー出資
（2021年3Q）

SES領域への参入

STEP3

ソリューション販売

レベニューシェア/JV

IT導入補助金の対応（2021年3Q） 
および提携先への販売強化

ターンアラウンド/PE

アドバンテッジアドバイザーズ成長支援
投資事業有限責任組合への出資（2021年2Q）
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インソーシング/アウトソーシング両面からのDX支援

成長していくDX市場におけるプラットフォームとしてのポジションを
より強固なものにするための投資を行い、DXのEMS*を目指す

チャネル戦略 今後の展開商品／サービス戦略

市場シェアを高めるための
人材採用・マーケティング投資を行う

動画制作でアカウントを拡大。サイトや営業での活用のための
SaaSやBPOサービスの体制を拡充し取引単価を向上

デジタル＆リアル共に顧客接点DXの進化に対応し
取引可能な領域を拡大していく

今
後
広
範
囲
に
急
拡
大
す
る
市
場

ARPU向上アカウント数向上 ×
*Electronics Manufacturing Service の略であり、鴻海（ホンハイ）を代表とする電子機器の受託生産を行うサービス

直販

提携
商品開発および商品供給

M&A

×

×

新規アカウント獲得

動画ソリューション

様々な素材から動画を制作

動画を沢山制作し
PDCAを回す

アップセル

UXソリューション

Webサイトで活用 新しいトレンドへの対応

DXソリューション

リアル接点で活用 これからのDXへの対応

クロスセル

サイト制作
リニューアル ライブコマース

OMO/IoT
新サービス開発 コールセンター SES

SES


